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１．目的  

 コンクリート柱（以下ＣＰと称す。）の補修工法として、アラミド繊維を使用する方法が通信用電柱に採用

されている。今回、アラミド繊維を使用する工法を電気鉄道の電車線支持物として使用されているＣＰに適用

し、補強効果の確認を行った。その強度試験結果を報告するものである。 

２．設計  

 補強方法は、アラミド繊維ロッド（以下ロッドと称す。）、アラミド繊維シート（以下シートと称す。）、なら

びに無収縮モルタルによりＣＰの補強を行うものである。具体的手順として、ＣＰの内空にロッドを配置、無

収縮モルタルによる充填、最後にＣＰ外周にシート巻きを行う。実験の目的は、施工性と補強効果の確認であ

り、補強範囲は、供試体 No.1 はＣＰ全長、No.2,3 は施工時に高所作業とならないことに配慮の上、地上より

施工可能な範囲、No.4 は安全率４を確保する範囲とした。また、供試体 No.5 はシートと鉄の拘束効果比較す

るため、No.4 のシートに換えバンド巻きを行った。表－１に設計諸元を記す。 

 図－１には、供試体毎の補強後の曲げモーメントと破壊予想箇所を示す。供試体２，３は、補強効果が発揮

される以前に補強と未補強の境界で破壊することが想定された。図－２にロッドによる補強断面例として供試

体１の断面図を示す。 

               表－１ ＣＰ補強の設計諸元              
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       アラミド繊維強度：205.8kN/cm2 アラミド繊維弾性率：1.18×106kN/cm2 

 

：ロッドとシートでの補強 ：ロッドでの補強 ：破壊予想箇所
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図－１ 曲げモーメントと破壊予想箇所         図－２ 供試体１断面図 
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供試体４，５は撤去されたＣＰを切断のうえ使用したため、柱長は通常より短くなっている。 

 表－１に記した安全率１は、曲げモーメントが最大となる断面におけるものであり、安全率２は、曲げモー 

メントが図－１の破壊予想箇所に達する際のものである。 

３．供試体作成 

 供試体の作成は、現場を考慮した施工方法で実施した。ロッドが長尺の場合（供試体 No.1,4,5）は、ＣＰ

末口の蓋を撤去し、ロッド配置およびモルタル注入（写真－１）を行い、ロッドが短尺の場合（供試体 No.2,3）

は、ＣＰ側面を削孔（写真－２）し、ロッド配置およびモルタル注入（写真－３）を行った。 

                                      ロッドを均等に配置す 

るため、専用の治具を使用、 

モルタル充填時に浮力に 

よるロッド浮き上がり防 

止のためロッド先端には 

写真－１ ロッド配置   写真－２ ＣＰ削孔     写真－３ ロッド配置  重棒を取り付け対処した。 

４．試験結果 

試験は、JIS A 5363 に基づく曲げ試験により破壊荷重を求めた。結果を表－２に示す。写真－４に供試体

No.2,4 の破壊状況、供試体 No.5 のバンド巻き状況を示す。 

        表－２ 試験結果          
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                        写真－４ 供試体 No.2,4 破壊状況、No.5 バンド巻き 
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供試体 No.1～3 においては、安全率、破壊箇所ともに計算値に近似した結果となった。供試体 No.4,5 は、

支持点下でせん断による破壊が生じた。これは、支持点以下がロッドによる補強のみであるため、支持点高さ

間でせん断力がＣＰ強度を上回ったためである。 

５．考察 

 今回の試験結果からロッドよる補強が、ＣＰの曲げ強度の向上が図れ、その増加量についても計算により把 
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握が可能であることが確認できた。また、ＣＰの横方向の 

拘束方法として、シート巻きとバンド巻きを比較すると、 

シートが優位な結果（図－３）となった。今回の試験結果 

から逆算するとバンド巻きのコンクリート圧縮ひずみ（ε 

c）は、6.65×10-3となり、通常のコンクリートの 1.9 か 

ら 2.7 倍の値が得られた。 

 施工は、ＣＰ側面を削孔する方法、末口から高所作業車 

による方法どちらの方法でも３～４時間程度の施工時間 

図－３ 補強効果        であり、施工時間の制限にも対応可能である。 

以上のことから、電車線ＣＰの補強方法としてアラミド繊維の活用が有効であると考えられる。 
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